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２ 研究の実際 ＞ (3) ピア・メディエーションに関する活動プログラム 

ウ トラブルについてのアンケート (活動プログラムの事前・事後アンケート)  

ａ トラブルについてのアンケート (事前・事後アンケート) 

本研究では、児童生徒個人同士が言い争っていたり、もめていたりする状態をトラブルとして

捉え、平成26年度に具体的なトラブルの場面について自由に記述する予備調査を実施しました。

その予備調査の回答から下記の項目についてのトラブルについてのアンケートを作成しました。

このアンケートを実施することで、トラブルに関する実態を把握することができます。 

① トラブルの頻度 

② 声掛けの意識 

③ 怒りへの対処法 

 

ｂ トラブルについてのアンケートの活用方法 

 
１． トラブルについてのアンケートと実施マニュアル及び集計シートはサイトマップから 

ダウンロードできます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．トラブルについてのアンケートの実施 

 

実施時間･･･小学校 20～30 分 

 中学校・高等学校 15 分 

【アンケート】 

【マニュアル】 【集計シート】 
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３．アンケート結果を集計シートのそれぞれの項目のシートに入力します 

 

    トラブルについてのアンケートの実施後、集計シートの中の「トラブルの頻度」 

「声掛けの意識」「怒りへの対処法」の項目のシートを選択して、児童生徒のアン 

ケート結果を入力します。 

 

 

 

 

４．帯グラフを基に、トラブルに対する学級の実態を把握します 

  

 

 

    

 

 

 

 

５．授業実践並びに今後の学校生活に生かします 

 

         事前のアンケート結果を活動プログラムの授業の導入段階に用いて、児童生徒の 

めあてに対する意識を高めます。 

 

(活用例) 

      トラブルの頻度の結果 

小学校 

１時目 「怒りについて考えよう」 

３時目 「トラブルにならないような聴き方を練習しよう」 

６時目 「友達のトラブルを解決する方法を練習しよう」 

シートを選択します。 

児童生徒のアンケート結

果を数字で入力します。 

 

児童生徒のアンケート結果を

入力すると、学級内のトラブル

の頻度や声掛けの意識、怒りへ

の対処法の様子が帯グラフで示

されます。 
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中学校 
１時目 「怒りについて考えよう」 

５時目 「友達のトラブルを解決する方法を練習しよう」 

高等学校 １時目 「怒りについて学ぼう」 

 声掛けの意識の結果 

小学校 ４時目 「トラブルにならないような話し方を練習しよう」 

中学校 ３時目 「トラブルにならないような話し方を練習しよう」 

高等学校 ２時目 「トラブルにならないような話し方を学ぼう」 

 怒りへの対処法の結果 

小学校 ２時目 「怒りと上手に付き合おう」 

中学校 ２時目 「怒りと上手に付き合おう」 

高等学校 １時目 「怒りについて学ぼう」 

 

   また、結果を比較提示することで、全体で学級の実態の変容を把握し、今後の学 

校生活の目標を立てることに役立ちます。 

 

 トラブルについてのアンケートの実施と集計を行うことで学級の実態を的確に把握することがで

き、本活動プログラムを効果的に活用できると考えます。 

 


